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祝

たくさんお世話になった占冠

で二十歳の式典を迎えること

ができてうれしく思っていま

す。今まで育ててくれた両親

や家族、支えてくれた友達に

は感謝の気持ちでいっぱい

です。これからは大人の一員

として、責任を持って日々を

過ごしていきたいです。また、

周りの大好きな人たちにこれ

までもらった分の愛を倍にし

て返していきたいです！

無事に二十歳の式典を迎え

ることができたのは家族、

友人、周りの支えてくださ

った方々のおかげです。感

謝の気持ちを持ち、社会に

貢献できる人材となれるよ

うに自身の夢に向かって励

みます。これからも周りの

人と支え合いながら成長し

ていきます。よろしくお願

いいたします。
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和
７
年
１
月
11
日（
土
）、

　
　
　
「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

　
　
　

が
占
冠
村
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
平
成
16
年
４
月
２

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
占
冠
村
出
身
者
４
人
が
二
十
歳

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
占
冠
村
で
は「
成
人
式
」か
ら

名
称
を
変
え
つ
つ
も
以
前
と
変
わ

ら
ず
20
歳
の
方
を
対
象
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
田
中
正
治
村
長
か

ら「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ

の
村
で
育
っ
た
皆
さ
ん
は
、
ま
さ

に
村
の
宝
。
豊
か
な
感
性
と
信

念
、
そ
し
て
強
さ
を
持
っ
て
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
ほ
し

い
」と
式
辞
が
、
児
玉
眞
澄
村
議

会
議
長
か
ら
は「
い
か
な
る
時
も

挑
戦
を
恐
れ
ず
、
そ
の
あ
ふ
れ
る

情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
未
来
を
切

り
拓
き
、
躍
動
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
伊
達
小
春

さ
ん
と
藤
田
遥
誠
さ
ん
が
誓
い
の

言
葉
を
、
満
永
秀
誠
さ
ん
と
門
間

風
弥
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
方
々
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、
二

十
歳
の
節
目
を
迎
え
た
４
人
は
大

人
と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
胸
に

抱
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
か

っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

今まで大きなけがや病気を

することなく、無事に二十

歳を迎えることができまし

た。健康に育ててくれた両

親にとても感謝しています。

今年は今までとは違った新

しい気持ちで、これまでや

ったことのないいろいろな

ことに挑戦する１年にした

いと思っています。

さんさん門門
も ん まも ん ま

間間 風風
ふ う やふ う や
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だ てだ て

達達 小小
こ は るこ は る

春春

二十歳という節目を占冠で

迎えることができてとても

うれしく思っています。今

まで占冠の方々にはたくさ

んお世話になり、感謝の気

持ちでいっぱいです。これ

からも大人としての自覚を

持ち、１日１日を大切に過ご

し、占冠に恩返ししていき

たいです。ありがとうござ

いました。

満満
みつながみつなが

永永 さんさん秀秀
しゅうせいしゅうせい

誠誠

祝祝二十歳二十歳をを ううつどいつどい

祝
二
十歳


